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11 月 25 日（土）の午

後、大和市文化創造拠点

シリウス 1 階のギャラリ

ーに、「第 72 回いけばな

諸流展（大和華道協会主

催）」を訪ねた。多様な流

派の「いけばな」４８点が、

華やかに、クールに展示されていて、パーティ会場に来た

ような気分に浸りました。 

 会場でお会いした、大和華道協会の大垣鳳茱（ほうしゅ）

会長に次のように伺ってみました。 

「毎年この諸流展を拝見していますが、他の華道展にな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いような自由さがあり、すごく現代的でアーティスティッ

クであると感じるのですが、その根底にあるもの、あるい

はなぜそう見えると思われますか」 

この問いに対して、大垣さんからは次のようにお答えい 

ただきました。「そうですね。まずは多様な流派の方が出瓶

されているので、そもそも作品が

多様であること。そしてシリウス

のギャラリーを使用することがで

きるようになったことで、壁面を

背負った展示だけでなく、空間に

配置ができるようになったことも

大きいと思います」 

「そして、現代では、床の間の

ない家も多いというような建築様

式の変化もありますが、このコロ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナ禍で、より多様化が進んだように思います。今後ます

ますその傾向は続くと思います」。私が訪問した日と、翌

日曜日の２日間で開催された華展、生花だけに、限られ

た時間の中で輝き、来場者に

幸せと安らぎを届ける芸術

祭のように感じました。 

大和華道協会のみなさん

には、ベテルギウスの正面玄

関に生花を活けていただい

ています。当センターの「あ

の手この手」の巻頭頁の右

上、小さいスペースだが、月初の生花を掲載頂いてます。

いつもありがとうございます。感謝。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共育ボードより ☆ 双子のパンダ、か

わいい！ ☆ この様な活動が広がれば世

界に平和がくるでしょうね。この２１世

紀にもなって戦争をしている人間は愚か

者です ☆ 一衣帯水の日本と中国を結ぶ

「大和日中友好協会」益々のご活躍を！ 

☆ 日中友好のシンボル～双子のパンダ

ちゃん～なんとかわいい     平和の祈り

をこめて世界の人々に見てほしいです!! 

☆ 双子のパンダ可愛いネ ☆ パンダの

イラストのように、日中関係がうまく平

和にいけばいいですね ☆ 世界和平！ 

☆ 友好的な国とは思えませんが、この

様な活動の団体も民間では大切だと思い

ます ☆ 歴史的に偏見はまだ残っていま

すが、徐々にもっともっと友好的な関係

を築いていけたら持続可能な社会をつく

る第一歩にもなると思いました ☆ パン

ダかわいい ☆ 子々孫々の日中友好を祈

ります ☆ ぱんだかわいい 

 

１１月の展示コーナー 
大和地区日中友好協会 

[ここに出典を記載します。] 

第 105回 連続共育セミナー （開催レポート） 
つながり 支え合う 地域づくりを目指して １１月１８日（土） 

今回の第 105 回共育セミナーは“学んで活き活きとした

活動をしよう”ということから名付けられた「学活きの会」

⇒「がくいきの会」代表 芝原重喜さんのお話です。 

30 名を越す盛況で、このチ 

ャンス！いきなり「自己紹 

介」から始まりました。「こ

の人、近所だから…」「私の

幼馴染よ…」「小さい頃から

知ってるわ…」3 名の市議

も「がくいきの会」“先輩支

援者”の中に加わって開場

は大盛り上がり♪  

次に活動報告があり、主な

活動の紹介です。 

「ふれあいサロン（南鶴間茶 OH）」 

老後も健康で生き生き過ごせることを目指し、種々のイベン

ト＜談話、簡単な体操、脳トレ、ミニゲーム、健康講話やミ

ニコンサートなど＞ 

「オレンジカフェ（認知症カフェ）」 

認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けら

れるよう、気軽に集うことができる交流の場 

「文化作品展 （趣味の作品展）」 

趣味の作品を多くの方々に見てもらい、 

懇親の場を設けようと 文化作品展 木 

彫り、動く木工作品、手芸、絵画、写 

真、絵手紙、習字、保育園児の作品な 

どを展示企画 

「健康ウォーク（遊歩の会）」 

“健康作りは歩く事”と大和市や近隣のウォーキングコー

ス、名所・旧跡などを散策。 

休憩時間、丁度スケジュール調整を組まれた市長がベテル

ギウスに寄って皆さんに挨拶。来られたばかりの市長さん…

手を引っ張られて何やら健康運動にかり出されました。コグ

ニサイズ＊という“運動と認知トレーニング“に大奮闘♪。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やってみると「あれっ？できない！」「難しいよ…これ！」 

（＊）Cognition 認知＋Exercise 運動＝合成語 Cognicise 

この後、３班に別れての“グループワーク”に入りまし

た。活発な意見の後、各班からの発表がありました。日頃 

老人会・自治会・社協等を通しての色々な意見が述べられ

ました。 

地区活動を通じて臨場感ある貴重な意見をメモしたと

ころ、皆さん共通の悩みを抱えている様に感じました 

〇近所の話合い等も遠のいて孤立化が深まっている 

〇老人男性はサロンなどに来づらいのではないか？ 

〇若者とのコミュニケーションが極めて少ない 

○自治会とシニアクラブとの連帯強化が必要 

○学区や防災区域で仕切られた自治会等考え直すべき 

○希薄な地域のつながり ↔ 自治会加入率の減少 

○市民後見人の育成とバックアップ体制を！ 

〇会員の高齢化により関連行事の開催が困難に… 

〇公共施設のバリアフリー化推進 

 今日のセミナーもそうですが、「がくいきの会」の行事に

はサポーターの方々がいつも大勢います。自治会や子ども

会、老人会の方々もみえます。そして活動範囲もコミュニ

ティーセンター域、自治会域、学区や下部団体の領域に関

係なく“住民の繋がり”を掲げて高齢化社会の中でリーダ

ーシップを発揮して活躍しています。この様な芝原さん達

仲間を羨ましく思い、またこんな地域の繋がりを見習いた

い気持ちでセミナーに 

参加していました。盛 

り上がったワークショ 

ップを時間で締めるの 

は残念でしたが、皆さ 

んの笑顔に包まれたこ 

のセミナーに参加でき 

て有意義な時間を過ご 

せました。           
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第 72 回いけばな諸流展を訪ねて 
 

 

市民交流スペース内の「展示コーナー」では、個人・団体の活動の紹

介や作品展を行うことができます。申込み方法については、大和市民

活動センターまでお問い合わせください。 

 

 

去る 10 月 28 日（土）に、昨年、当誌でインタビューをさせていただき、共育セミナーで「福祉施設におけるアート活動

の実践」をテーマにお話を頂いた中津川浩章さん（画家/アートディレクター/フリーキュレーター）が案内人をされた「あ

るがままの自分が認められる場所『やまなみ工房』を訪問する旅：PARC 自由学校主催」に参加した。自身に取っては２回目

の参加であったが、４年前の訪問時に比して、その活動は一段とグレードアップされていて、その自由さというか、居心地

のよさというか、光のシャワーを浴びたような気がした。「やまなみ工房」を訪ねる旅は、来年もありそうです。 

やまなみ工房は、1986（昭和 61）年に滋賀県甲賀市誕生した。開設当初 3 名だった利用者は現在 90 名ほど。主に、知的、

精神、身体に障害を持った方たちが利用している。 

その施設長が山下完和（まさと）さん。そのロッカーのようないでたちと、語り口からは福祉施設の長とは想像できない

かも。利用者のみなさんは、それぞれが思い思いに、多様な創作活動を自分の時間で、自分の場所で行っている。そのなん

とも言えない、ゆったり感が訪問する私たちを癒してくれる。案内人の中津川さんの言葉を借りると「やまなみ工房を訪ね

た人は、みんな人生変わったと言います」ということだ。スタッフの方もみんな明るい!! 

皆さんも一度、訪ねてみてはいかがでしょう。人生観、本当に変わります。 

やまなみ工房：滋賀県甲賀（こうか）市を訪ねました 

文と写真：船越 英一 

やまなみ工房：〒520-3321 滋賀県甲賀市甲南町葛木町 872 電話：0748-86-0334 mail：contact@a-yamanami.jp 

文とイラスト：望月 則男 

文と写真：船越 英一 
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